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近年、農業分野における障害者の就労が活発化しつつある。その

取組は、農業分野、福祉分野に加え特例子会社による一般企業から

の取組みなど、その主体と取組経過は非常に多様であるが、多くの

取組みにおいて、障害者等福祉サイドにメリットがあるだけでなく、

農地の維持・保全や関与する農業経営体の経営改善に結びつくなど、

農業サイドにも好影響が出ている。 

今後も、こうした農業と福祉の連携を推進していくことが重要で

あるが、近年は、農業生産法人グループがグループ内に障害者福祉

施設を取り込んだり、企業が障害者福祉施設を立ち上げて農業に参

入してくるなど、次々に新しい動きが出てきており、また、平成28

年度より厚生労働省が生活困窮者等の就労訓練事業を農業分野で行

う場合に支援を行うなど、農業に期待する動きも出てきている。 

このため、このような新たな農業と福祉の連携の取組みについて、

国内だけでなく海外の事例も含めて調査・分析を行い、その可能性

と課題を整理することで、農業と福祉の連携推進のために必要とさ

れている支援策の検討に資する。 

農業分野で障害者の就労の場を作ろうとする取り組みについて、

推進主体、支援対象、支援方法の多様化に着目し、以下の3つの観点

から調査・分析を行った。 

（１）推進主体の多様化に焦点を当てて、企業や生活協同組合が障

害者福祉施設を立ち上げて農業に参入してくる事例が増加している

ことを踏まえて、これらへの事例調査を行い、比較分析を行うこと

で、こうした施設が進出してきていることの農業・農村への意義と

課題についてその実態と課題について明らかにした。 

（２）働く障害者等の多様化に焦点を当てて、農業を一般就労の前

段階としての「中間的な就労の場」として位置づけて、生活困窮者

等に対して就労支援に取り組んでいる福祉施設への事例調査を行

い、その特徴を整理し、その意義と課題について明らかにした。 

（３）農業分野での障害者就労に対する地域レベルでの支援の増加

と多様化に焦点を当てて、代表的な地域レベルでの支援事例を地域

農業の状況の違いを踏まえて比較分析することで，地域農業の状況

に応じた地域レベルでの効果的な支援のあり方を検討した。 

この他、農福連携に関する海外の事例については、海外調査費を確

保出来なかったことから、既往文献でヨーロッパの取組事例に関す

る情報を収集するとともに、日本同様に、この分野に対する関心が

高まっている韓国の研究者と情報と意見交換を行った。 



評 価 結 果 

○評価会議名及び開催日 

「障害者の農業分野での就労促

進に関する研究」行政対応特別

研究評価委員会 

平成２９年３月２４日（金） 

 

○評価委員名 

安藤 光義 委員 

（東京大学大学院農学生命

科学研究科教授） 

茂野 隆一 委員 

（筑波大学生命環境系教授） 

川手 督也 委員 

（日本大学生物資源科学部

教授） 

 

○評価基準 

・社会的ニーズへの対応 

S.非常に大きな意義がある 

A.大きな意義がある 

B.意義がある 

C.意義が小さい 

D.意義は見い出しがたい 

 

・政策の企画・立案への貢献 

S.非常に大きな貢献が見込める 

A.大きな貢献が見込める 

B.貢献が見込める 

C.貢献は小さい 

D.貢献は見込みがたい 

 

・学術面からみた研究成果の評価 

S.学術的に非常に高く評価できる 

A.学術的に高く評価できる 

B.学術的に評価できる 

C.学術的な評価はやや低い 

D.学術的な評価は低い 

 

・研究計画・研究資源・実施体制

の妥当性 

S.非常に良い 

A.妥当である 

B.概ね妥当である 

【評価項目ごとの評価】 （）は委員の投票数を示す。 

 

○社会的ニーズへの対応 

S.非常に大きな意義がある（2） 

A.大きな意義がある（1） 

 

○政策の企画・立案への貢献 

S.非常に大きな貢献が見込める（1） 

A.大きな貢献が見込める（2） 

 

○学術面からみた研究成果の評価 

S.学術的に非常に高く評価できる（2） 

A.学術的に高く評価できる（1） 

 

○研究計画・研究資源・実施体制の妥当性 

A.妥当である（1） 

B.概ね妥当である（2） 

 

○研究目標の達成度 

S.達成度は非常に高い（1） 

A.達成度は高い（2） 

 

○総合評価基準 

1.目標を上回った（2） 

2.目標を達成した（1） 

 

 

【評価委員からの主な意見】 

○ 本課題に関する研究は、社会的ニーズがきわめて高いにもかかわ

らず、これまで関連研究がほとんどなされていない中で、的確な

研究計画のもと、精力的に研究成果をまとめ、様々な形で公表に

努めている点は、きわめて高く評価される。 

○ 省庁間の狭間にある様々な課題を明らかにしたという点で、行政

への貢献も大いに評価されると考える。 

○ 本調査研究が明らかにした労務管理、マネージメントの優れてい

る点は、障害者雇用に限定された特殊なものではなく、普遍的に

重要なものを発掘しているように感じた。 

○ 限られた研究スタッフで大変とは思われるが、政策的にも学術的

にも社会的ニーズが高い割に関連研究が進められていない中で、

現在果たしている農福連携に関するコンソーシアムの中核的役

割については、引き続き、堅持頂くことが強く望まれる。 

○ 今後は、関連する多様な取り組みや政策を俯瞰的に把握・分析す

るフレームワークの構築が求められる。 

○ 関連する取り組みや研究が進んでいるとされる欧米（特にオラン



C.やや妥当でない 

D.妥当ではない 

 

・研究目標の達成度 

S.達成度は非常に高い 

A.達成度は高い 

B.概ね達成している 

C.達成度はやや低い 

D.達成度は低い 

 

○総合評価基準 

1.目標を上回った 

2.目標を達成した 

3.目標を下回った 

4.目標を大きく下回った 

ダ、ドイツなど）や近年取り組みがスタートした韓国などを対象

とした国際比較研究を実施し、日本の農福連携の課題と特質解明

などを行う必要がある。また、アメリカやイギリスで取り組みや

研究が進んでいるとされるUrban Poverty関連にも目配りをする

必要がある。 

 

今 後 の 対 応 方 針 

 

○ 農福連携を推進するにあたって不可欠な農業関係者の理解促進

に資するよう、農福連携による農業・農村への影響・効果を明ら

かにする研究を実施する。 

 

○ 特に、臨時雇用労働力が不足している園芸作、果樹作地帯におい

て、農福連携の効果が大きいと考えられることから、そうした地

域における臨時雇用労働力の現状と課題を明らかにし、農福連携

の可能性について考察する。 

 

○ 一般的な農業への企業参入と障害者就労のための企業参入とに

ついて、目的、労務管理、マネージメント等について比較分析を

行うことで、その特徴、普遍性について把握する。 

 

○ 引き続き、海外の研究者とも連携を図り、海外の事例についての

研究成果、情報を集めることで、国際比較研究を実施し、日本の

農福連携の課題と特質解明を進める。 

 

 


